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回次
第15期

第１四半期累計期間
第14期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 1,351,915 5,086,031

経常利益 （千円） 110,438 250,720

四半期（当期）純利益 （千円） 74,422 97,140

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 104,742 104,742

発行済株式総数 （株） 11,369 11,369

純資産額 （千円） 683,886 609,463

総資産額 （千円） 2,120,100 2,015,029

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 21.82 28.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 32.3 30.2

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

４．当社は、第14期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第14期第１四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．当社は、2021年９月３日開催の取締役会決議により、2021年10月１日付で普通株式１株につき300株の割合

で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、日本国内各地で

緊急事態宣言等が繰り返し発出される中、ワクチン接種が始まったものの、国内外の経済活動の停滞が懸念される

状況にあります。

当社の属する医療・介護業界においては、新型コロナウイルス感染拡大により、医療・介護従事者及び患者様の

感染対策やオンライン診療の一時的規制緩和措置を恒久化する議論が行われており、経営環境が変化しようとして

います。

このような経営環境のなかではありますが、当社は、企業理念である「患者さん（利用者さん）が24時間365

日、自宅で「安心」して療養できる社会インフラを創る」を実現するため、急成長しているきらりプライム事業を

今後の企業展開の中核に据え、また新たな事業の開発に注力するなどして、当社の目指す「プライマリーケアのプ

ラットフォーム企業」に向け尽力しております。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,351百万円となり、利益面では営業利益が110百万円、経常利益が

110百万円、四半期純利益が74百万円となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

（在宅訪問薬局事業）

在宅訪問薬局事業では、在宅患者数が当四半期末時点において7,424人（前年同四半期比8.6%増）となってお

り、好調に推移しております。さらに、2021年６月に新百合ヶ丘たわら薬局（神奈川県川崎市麻生区）を出店

し、引き続きドミナント出店戦略を推進してまいります。また、新型コロナウイルス感染拡大が続くなか、当社

在宅薬局店舗では引き続き感染対策を実施し、患者様及び従業員の健康を守る取り組みを行っております。以上

の結果、売上高は1,206百万円、セグメント利益は130百万円となりました。

（きらりプライム事業）

きらりプライム事業は、中小規模の薬局等と提携し、効率的な在宅薬局の運営ノウハウの提供、人材研修、24

時間対応のためのオンコール体制の支援、在宅薬局特化型の在宅訪問薬局支援情報システム（ファムケア）の貸

与及び医薬品購入の支援などのサービスを行っております。中小規模の薬局における在宅薬局の認知が高まって

いるなか、当事業の営業力強化に注力したことで、当四半期末時点で前年同四半期末加盟法人数77社から266

社、店舗数は前年同四半期末加盟店舗数231店舗から701店舗と、３倍超となる大幅な提携薬局数の増加となって

おります。以上の結果、売上高は98百万円、セグメント利益は56百万円となりました。

（ケアプラン事業）

ケアプラン事業では、西日本エリア３拠点、東日本エリア２拠点の体制の強化に取り組んでおります。その結

果、売上高は30百万円、セグメント利益は０百万円となりました。

（タイサポ事業）

タイサポ事業は、医療介護の専門スタッフが、高齢者施設等への入居を検討される利用者様の医療依存度及び

介護度の高さに対応し、その利用者様のご要望などを満たした施設を提案・紹介し、サポートするサービスであ

ります。当社においては、在宅訪問薬局事業やケアプラン事業等において広げている医療・介護ネットワーク

（医療ソーシャルワーカー、ケアマネージャー及び介護施設との連携網）を有効活用することで、順調に成約数

を増やしております。以上の結果、売上高は16百万円、セグメント利益は６百万円となりました。

2021/11/10 20:36:45／21819592_ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 2 -



②財政状態

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は1,590百万円となり、前事業年度末に比べ28百万円増加いたしま

した。これは主に、新店舗を開局し、商品が10百万円増加したことなどによるものであります。

固定資産は529百万円となり、前事業年度末に比べ76百万円増加いたしました。これは主に、報告書システム

（ファムケア）の改修等に伴い無形固定資産が47百万円増加し、本社事務所の改修等により有形固定資産が27百

万円増加したことなどによるものであります。

その結果、総資産は2,120百万円となり、前事業年度末に比べ105百万円増加いたしました。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は1,158百万円となり、前事業年度末に比べ64百万円増加いたしま

した。これは主に、新店舗の開局及び既存店の売上好調に伴う仕入増加等により買掛金が76百万円増加したこと

などによるものであります。

固定負債は277百万円となり、前事業年度末に比べ33百万円減少いたしました。これは主に、長期借入金が約

定返済により33百万円減少したことなどによるものであります。

その結果、負債合計は1,436百万円となり、前事業年度末に比べ30百万円増加いたしました。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は683百万円となり、前事業年度末に比べ74百万円増加いたしまし

た。これは主に、当期純利益が74百万円計上されたことによるものであります。

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,476

計 45,476

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

　（注）１．2021年９月30日開催の臨時株主総会決議により、2021年10月１日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発

行可能株式総数は12,954,524株増加し、13,000,000株となっております。

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,369 3,410,700 非上場

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であり

ます。なお、単元株

式数は100株であり

ます。

計 11,369 3,410,700 － －

②【発行済株式】

　（注）１．2021年９月３日開催の取締役会決議により、2021年10月１日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分

割を行っております。これに伴い発行済株式総数が3,399,331株増加し、3,410,700株となっております。

２．2021年９月30日開催の臨時株主総会決議により、2021年10月１日付で１単元を100株とする単元株制度を採

用しております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年４月1日～

2021年６月30日
－ 11,369 － 104,742 － 244,747

2021年10月１日（注） 3,399,331 3,410,700 － 104,742 － 244,747

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　（注）2021年９月３日開催の取締役会決議により、2021年10月１日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を

行っております。これに伴い発行済株式総数が3,399,331株増加し、3,410,700株となっております。

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

2021/11/10 20:36:45／21819592_ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 4 -



2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　 11,369 11,369

株主としての権利内容に

何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式であ

ります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 11,369 － －

総株主の議決権 － 11,369 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　（注）2021年９月３日開催の取締役会決議により、2021年10月１日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を

行うとともに、2021年９月30日開催の臨時株主総会決議により、2021年10月１日付で１単元を100株とする単元

株制度を採用しております。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（その他）の株式数は普通株式

3,410,700株、議決権の数は34,107個、発行済株式総数の株式数は3,410,700株、総株主の議決権の数は34,107個

となっております。

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第１四半期会計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）及び第１四半期累計期間

（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半

期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2021年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 538,288 540,756

売掛金 832,636 831,225

商品 176,997 187,103

その他 13,929 31,706

流動資産合計 1,561,852 1,590,792

固定資産

有形固定資産 142,100 169,367

無形固定資産 170,403 218,196

投資その他の資産 140,673 141,744

固定資産合計 453,177 529,307

資産合計 2,015,029 2,120,100

負債の部

流動負債

買掛金 537,131 613,888

１年内返済予定の長期借入金 163,248 156,416

未払法人税等 86,218 44,175

賞与引当金 82,903 82,157

その他 224,398 261,816

流動負債合計 1,093,900 1,158,454

固定負債

長期借入金 284,384 250,404

資産除去債務 26,886 27,355

その他 394 －

固定負債合計 311,665 277,759

負債合計 1,405,565 1,436,213

純資産の部

株主資本

資本金 104,742 104,742

資本剰余金 254,752 254,752

利益剰余金 249,968 324,391

株主資本合計 609,463 683,886

純資産合計 609,463 683,886

負債純資産合計 2,015,029 2,120,100

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年６月30日）

売上高 1,351,915

売上原価 1,069,707

売上総利益 282,207

販売費及び一般管理費 171,265

営業利益 110,941

営業外収益

補助金収入 100

物品売却益 50

その他 75

営業外収益合計 225

営業外費用

支払利息 701

その他 26

営業外費用合計 728

経常利益 110,438

税引前四半期純利益 110,438

法人税、住民税及び事業税 36,015

法人税等合計 36,015

四半期純利益 74,422

（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国

内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場

合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結果、当第1

四半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当第１四半期累計期間に与

える影響はありません。

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

当第１四半期累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年６月30日）

減価償却費 15,548千円

のれんの償却額 2,015

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

（株主資本等関係）

当第１四半期累計期間（自　2021年４月１日  至　2021年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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報告セグメント

調整額

（注１）

四半期

損益計算書

計上額

（注２）

在宅訪問薬局

事業

きらりプライム

事業

ケアプラン

事業

タイサポ

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,206,570 98,186 30,848 16,309 1,351,915 － 1,351,915

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,206,570 98,186 30,848 16,309 1,351,915 － 1,351,915

セグメント利益 130,283 56,156 201 6,267 192,908 △81,966 110,941

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

（注）１．セグメント利益の調整額は、全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

報告セグメント

合計在宅訪問薬局

事業

きらりプライム

事業
ケアプラン事業 タイサポ事業

一時点で移転される財又

はサービス
1,206,570 16,518 30,848 16,309 1,270,247

一定の期間にわたり移転

されるサービス
－ 81,667 － － 81,667

顧客との契約

から生じる収益
1,206,570 98,186 30,848 16,309 1,351,915

その他の収益 － － － － －

外部顧客への

売上高
1,206,570 98,186 30,848 16,309 1,351,915

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

（単位：千円）

2021/11/10 20:36:45／21819592_ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 10 -



当第１四半期累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益 21円82銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 74,422

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 74,422

普通株式の期中平均株式数（株） 3,410,700

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

事業年度末から重要な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

り、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．当社は、2021年９月３日開催の取締役会決議により、2021年10月１日付で普通株式１株につき300株の割合

で株式分割を行っております。当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純

利益を算定しております。
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変更前 変更後

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、45,476株とする。

（発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、13,000,000株とす

る。

（新設）
（単元株数）

第８条　当会社の１単元の株式数は、100株とする。

（重要な後発事象）

１．株式分割、単元株制度の採用及び定款の一部変更

当社は、2021年９月３日開催の取締役会において、株式分割について決議いたしました。また、当該株式分割

に伴い、2021年９月30日開催の臨時株主総会において、単元株制度の採用及び定款の一部変更を決議いたしまし

た。

(1）株式分割の目的

株式を分割することにより、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、当社株式の流動性を高めるとと

もに、投資家層のさらなる拡大を図ることを目的としております。

(2）株式分割の概要

①分割の方法

2021年９月30日を基準日として、同日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式１株につ

き300株の割合をもって分割いたします。

②分割により増加する株式数

分割前の発行済株式数　　　　　　　11,369株（2021年9月30日現在）

増加する株式数　　　　　　　　 3,399,331株

分割後の発行済株式総数　　　　 3,410,700株

分割後の発行可能株式総数　　　13,000,000株

(注）上記発行済株式総数等は、提出日現在の状況をもって記載しておりますので、新株予約権の行使等に

より株式分割の基準日までの間に増減する可能性があります。

③株式分割の効力発生日

2021年10月１日

④１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響については、（１株当たり情報）に反映しております。

(3）単元株制度の採用

①新設する単元株式数

単元株制度を採用し、単元株式数を100株といたします。

②単元株制度の効力発生日

2021年10月１日

(4) 株式分割に伴う定款の一部変更について

①変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項及び第191条の規定に基づき、2021年9月30日をもって当

社の定款第６条及び第８条の変更をいたします。

②定款変更の内容

変更内容は以下のとおりであります。（変更箇所に下線を付しております。）

③定款変更の効力発生日

2021年10月１日

2021/11/10 20:36:45／21819592_ＨＹＵＧＡ　ＰＲＩＭＡＲＹ　ＣＡＲＥ株式会社_公開申請書類（第１四半期）

- 12 -



２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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